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を支配せ し"(reymliytol taw kuiw acuiwraso)ll), t万物すべてを支配 し, 水と陸地の
主たる国王"(Atuiw khapsim sokuiw acuirasoriymliyaskhihphlacsoMal-krl)12)な
どと形容されているように,生物,無生物たるを問わずこの世に存在するありとあらゆるものの
所有主である｡ それは空間という概念こそもち込まれていないものの t大地"のみならず "水"





る (pl.mos.94ab,143ab,144,495b)｡その場合には,国王は ma丘kriで現わされる (pl.no.495b)0
3)pl.mos.181,182a,228b,229,234,271,390,396b,472,494,513,515b,525b.
4)大野 1971a,p.27.王族ではあっても国王以外の場合には付かないのが原則 (pl.mos.138,200,216)





















所有 ･被所有, 支配 ･被支配関係の眼底に位置している国王のこうした t現人神"的性格











この puhraloh という単語が t菩薩"を意味していることは,未来仏として現在は兜率天
に在すと考えられている弥勤菩薩がやはりこの puhr豆lolで表示されている (Tussitaptira
ma氏sonatpra缶hnuikAriymetta元puhralob)13) ことによって確認される｡ もっとも,
国王は仏陀 (puhr豆skhah)14) に対する phhraloh としてよりは, むしろ t活仏" (puhrえ
hrah)15) に対する puhralohだとみなされる｡ puhraloh と puhr豆hrahの違いは, もっ
ぱら濯頂の有無にある｡ 礎頂を済ませた (abhisikmti16),abhisikkham17)) 国王が puhrえ
hrah18)と称されるわけである｡
国王はこのように 『水と陸地の支配者』であり ur菩薩であらせ られる』t尊貴な"(mlatcw豆
so)19)存在であったが,こうした形容詞は時代がたつにつれて次第に絢欄豪華たる内容に変わ
ってゆく｡ すなわち国王 (mahkri)とは,『ア1)マッダナプーラと称せし国を支配なされ (pl.
mos.390,413,451),御威光きわめてす ぐれ (pl.mos.390,413), 威厳と栄誉とをお具えにな
り (pl.mos.285,488b,494,495b),栄誉と知恵とを具え (pl.no.486a),威光,努力,知恵,












得 (pl.no.293),ビルマの南北を残 らず席巻なされ (pl.no.506),20万の汗大王の軍勢に防
利をおさめ (pl.mos.398,454a,487), タムパデ ィプ国に来たりし汗大王の地獄の様にも似た
る軍勢に勝利をおさめられ (pl.mos.497,512a), 諸国の王達です ら征服不可能な (pl.no.
398), 著名なる諸壬と友好関係を結びし (pl.mos.234,247), 自象の所有主たりし (pl.no.
470a), 自象の所有者として諸国に名高き (pl.mos.390,413), 自象と称せL等き宝の所有主
であらせられる (pl.no.494), 自象その他諸々の宝物の御所有者にして (pl.mos.234,247,
494),皇太子,王子,宰相,武将, 自象等七宝の主たる (pl.no.249), 閣浮碇を解せ し太陽
のごとく灼熱と光輝にあふれ (pl.mos.234,247,249), 尊き仏法僧の三宝に深 く帰依 し給い























以上の各玉名の内,最初の Sri(または Sri,あるいは Siri)か ら dhammarajaまでが称



















以上の例の内,(1)から(4)までは国王 (mankri)の子 (saまたは sa-kr-1)が国王になっ
たことを示しているのであり,(5)と (6)は夫 (lab),千 (S豆),疏 (mliy)にわたって直系
卑属が王位を継承した事実を示している｡ ことに,(6)の碑銘を記したのは国王 Utcanaの皇






nohtaw Ucean豆hitawSihkasi myOksataw Tryaphy豆ackuiwtaw Ca汽stiphakritaw
Ca爺saphalphakritaw Rajasti(pl.no.494)
この碑銘の記述によると,国王の Klawcwaには Sihkasiという王弟 (hitaw)のほかに,
Uccanaという王兄 (noltaw)までいた｡ 従って, 国王 Klawcwaは先代国王の次男にあた








上る,王位につ く" ことを意味 した｡22'こうした表現は,起源的には土着のポウパ-山 (Mt.
Popa)信仰と密接な関係をもっているO 国王の即位にとって, tポウパー山に登る" ことは必
要不可欠な条件であった｡23)国王が t黄金の山に登 りたる" 口は,こうして記録された｡ とこ
ろが, tl黄金の山に登る" ことが "即位" と同じ意味をもつようになるにつれ, 後にはその表
現にも幾 らかずつの違いが現われる｡ t黄金の山を得た り"(hruytodraliye')24)とか,"黄
金の山,宮殿上に登 りき"(hruytolnanthaktakklaprisa)25)とか,t宮殿にお登 りにな
れ り"(nantaktaw ma)26),t王の立場に至れ り"(madaphlacsuiw rokpri)27), "王とし
て行動せ り"(manmd)28)とい うように, 時がたつにつれ t哉金の山" という意識は薄 らい
できている｡
宮殿は, Kwan と称 された｡ Kwanには幾種類かあったが, 国王の起居する t内裏" は
Kwanproklay(pl.no.234)とよばれた｡ 国王は, この Kwanprokhayか ら t太極殿"
(KwanprokkrLl)29)に出座 して政務を執った｡ この t大 ･小" 二つの Kwan prok30)が全
Kwanの中心的建物であったと思われるが,Kwanには以上のほかに try豆Kwansaya(pl.
mos.54,235,239),Kwan mrah(pl.mos.196,365a),cuih sala自kwan(pl.no.234),
cahkraykwan(pl.no.234),chah hru kwan (pl.no.239),kwanprokG(pl.mos.78b,
279)など,幾つかの kwanが碑文面に現われる｡ しかし, それ らの kwanが具体的にどの
ような建物であ り,いかなる場合にどう使われたのか明らかでない｡
王族は,この国王を中心に王妃,王子,王女 (mal-sami)31), 国王の兄 (ackuiwtaw,nol-
taw)32), 莱 (hitaw,mad-hi)33), 妹 (mal'-hnama)31), 伯父 (phakritaw)35), 叔父 (mal-






















よばれ41), t何千人もの容貌美 しき女達の上に君臨なされ" (pl.mos.390,413), 個人的には
t偉徳,栄誉,伝,知恵にあふれ"(pl.no.488b),仏教徒としても t布施,持戒,勤勉,伝,




rajaの妃は Trilokawatam sak豆dewi(pl.mos.364a,b)であり, 国王 Sihastirawijaya
chahphldskhalの妃は Jeyyadewa(pl.no.403a) と称された｡ 王妃は一人に 限られてい
たわけではない｡国王 Klawcw畠.mahkriには三人の王妃 (miphurasum yok)42)がいたし,
国王 Ca缶sdmalkriには (1)Caw mrakan(2)Tonphlah(3)Mlacphlah(4)Uiw chok
panと四人の妃がいた (pl.nos,34,153a)｡ この内 To血phlal と Mlacphlah とは, 共に
固有名詞 (人名)ではなく一種の称号であったと思われる｡ すなわち,Tolphlal と Mlac
phlah とは正妃 (miphur畠.khoh)43)に対する t南の宮", t北の宮"的意味をもった呼び名だ
と解釈され44),後世しばしば姿を現わす (pl.mos.34,164,487)｡王室の婚姻形態はこのよう
に一夫一婦制 (monogamy)ではなく,一夫多妻 (polygamy)的性格が強かった｡ また,し
ばしば王族の血をひいた者が王妃になっている (pl.mos.94a,b,483b)ことも特徴の一つであ
る｡ こうした "血族結婚"ほ,王統の血の純潔を維持するためにとられた措置であろう｡ しか
もそれは伝統的ですらあった｡ 王妃であった 姉が死亡 した後, 妹がそのまま妃になっている
(pl.mos.275,390,392,395)のはその一つの現われだと思われる｡
王子は mal-sa45'とよばれるのが普通であるが,皇太子であることが明らかな場合には特に













47)pl.mos.74,530. この "低き家日は,後世 ｢即位前｣を意味するようになる｡
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prokに出仕して (pl.no.245b),国王の t御前に仕え"(hriy-taw niysoAmat56),hriy-taw
niyAmat-kri57),hriy-taw niyphlacso58),hriytwalniysoAmat-kri)59), t国王の配下
にあ りて国政全般をとりしきる"(mahkrie'lak-ok ahmu khapsim kuiw cuiw soAmat-
kri)60),t重臣"(krikricwasoAmat)61'であった｡従って,当然のことながら,宰和には






令 (pl.mos.162,203)もあれば, 3人の場合 (pl.mos.273,277,396a,408,515a), 4人の
場合 (pl.no.60b,90), 5人の場合 (pl.mos.42,190a,274,503) もあったし, 7人の宰相































と,王族や Sampyah達ほど経済的には裕福ではなかったし, 身分的にも Sampyal よりは
低かったと考えられる｡65)Kalanは,このように Sampyah ほど重要な階層ではなかったけ
れども, 実際に宰相の下にあって各種の任務に従事した中堅, 下級の官僚の大部分は, この
Kalan階層の人々によって占められていたようである｡ 上は宰相から下は一兵卒 (cac-Sえ)に




面を統帥する軍司令官 (Mah豆senapati66)または cac-su-kri67))および各武将 (puilp豆～





















る rw豆-sGkri78),mruiwISukri79',tuik-sukrL180',pra氏cuiw81', (5)租税面を担当した kam-
kun83)などがあった｡そのほか,sGkriで表わされる次のような各種の長がいた｡(1)国王へ
の貢物を受納する役人 lakchon-yG-stikri(pl.no.592a), (2)王妃の御殿の管理者 im-stikri






階層の者によって占められでV､た｡ この事は, CacISTjkriが ビルマ語名ではなくインド語の称
号を保持 している (pl.no.285)点か らも確認できる｡cac-sL-1kriには t左大将" (lak-way)
と "右大将"(lak-ya)の二人がいた (pl.mos.403a,481a,489)｡なお,cac-snkriの職は後世
世襲制になっている (pl.no.489)｡
裁判官 (sahphama)にも,原則として Sampyal階層の者が任ぜ られていた｡ しかも裁判
官には,王族であった り(pl.no.74),王族と姻戚関係にあった り (pl.mos.74,125),あるい
はまた宰相の兼任であった り (pl.no.191b)す る例が少なくない｡例外的に僧正 (Mahather)
が裁判官に任ぜられている例 (pl.no.161b)もみられる｡ 裁判官は 全員インド語の称号をも
ってお り,通常 3名 (pl.mos.74,161b,191b)または4名 (pl.mos.125,174)で構成されて
いた ｡
官房長 (cakhi-pull)にも高貴な身分の者が多かった｡ 宰相 (mal-mat-kri)が兼任 してい
る場合 (pl.no.528)もあれば,王妃が cakhipuirを勤めている (pl.no.232)こともある｡
特殊な例ではあろうが,奴隷の身分の者が cakhipuilだった場合もある｡ その下の cakhiに
は, インド語の称号を保有 している場合 (pl.no.500) とビルマ語名をもっている場合 (pl.










82)pl.mos.60b.76,149,196,415.徴税権は, この kamkum のほかに,rvえーS正kriなどにもあった0
83)pLno.403a.
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でも (pl.no.39), 奴隷階層の者でも (pl.no.378b) な り得た｡ また, salには俗人 (pl.
mos.28a,b,62,191b)以外に出家老 (pl.no.191b) がなっていることもあった｡ ミャゼデ ィ
碑文として知られるク-ピャウヂ-碑文 (pl.mos.364a,b)に現われる sah-kriは 7人とも僧
侶である｡ しか も平僧侶ではなく,大僧正である.84) けれ ども,だか らと言ってビルマ語碑文
に現われる sah-kriがすべて出家老であるとは 限らない｡ salt-kriは, 多 くの場合 (pl.mos.
112,113,123,378b,557a等)その名前に接頭辞 ね を伴っているから,出家者ではなく俗人
であることが明白である｡ こうした事実か ら考えると, salt-kriには, 出家と在家の二種類が
あったとも言える｡85)
側衆の筆頭には 女御, 女官がいた｡ 彼女達は, molma86)(または mohma-taw) とか,
misah･mohma87)とか, あるいは mohma-misaI188)などとよばれ, 国王および王族の身の回
りの世話をしていたようである｡ その細かい職掌は明らかでないが,乳母 (athin)89), 扇持ち
(yap-taw-sa員)90), キンマ持ち (kwam-taw-sa員)91), 金細工職 (hruysa員)92)等の存在が知
られる｡ 側小姓 (su一拍y-taw)93)には, もっぱら未成年 の男がとりたてられていた｡ 侍医
(sama)94)は国王の脈を診, その施薬治療に従事した (pl.mos.144,239)者であるが, 身分
的には次の祭祀職と同類祝されていたようである｡
祭柁職では, 占星術師 (hura)95)と婆羅門 (pumnえ)96)とが有力であった｡ 共に国王の濯




















もつ者 (pl.mos.79a,242)とインド名をもつ老 (pl.no.268)とがいたが,後者は Sampyah
階層の出身者であることを意味 しているのではなく,実際にインド人であった可能性が考えら
れる｡
"l 自 由 民 階 層
国王に奉仕する従臣階層とはまった く別の層とLて,自由民階層が存在 していた｡彼らは政
治的には被支配階層であるが,公務に従事 して王制を直接支えている従臣階層とは全 く別の階
層である (pl.mos.490b,521,535) ばか りでな く, 三宝に寄進された仏塔奴隷や世襲的奴隷
(sapok)とも明らかに異なる (pl.no.534a)階層であった｡
ll由民には, 二種類あった｡ 一つは富豪 (sd-krway)98)とよばれる人達であり, もう一つ





るようになった (pl.mos.529a,530) のは, 14世紀に入ってからである｡ 14世紀になると,
Asa缶は Sampyalや Kalan とはまったく別の階層としてはっきり識別されている (pl.mos.
490b,503,516,521,535)｡その点 Asafiは,13世紀まで強い勢力をもっていた Sampyalや
KalanlOl)とはきわめて対照的な新 しい階層だと言える｡ 彼らは土地を相当所有 しており, 経
済的にもずい分裕福であった｡ 従臣階層の中 ･下層を形成していたと考えられる Kalanより
は,Asa氏のほ うがはるかに裕福であったことは, Asa缶が土地を三宝に寄進 したり (pl.no.
500),湛水供養したり (pl.no.532), 土地を売却 した り (pl.no.537b)している事実102) か
らもうかがえる｡ そiMまか りか, Asa白は地方行政機構の長 (rw豆-sdkri) になった り (pl.
mos.464a,486b),王家の土地を検分記録するなど秘書官 (cakhi)に相当する重要な役割まで
果たしている (pl.nos.474,528,541b)｡そのためでもあろうか, Asa氏にはビルマ的命名法
(pl.mos.285,464a,474,490a,528)と同時にインド的称号を 保持 している老 (pl.mos.285,









ったく異質103)の存在であった｡ 碑文に現われる AsaRは,常に土地と密接なつなが りをもっ






14世紀も中頃になると,Asa氏のほかに Alえ とよばれる階層が姿を現わしてくる (pl.nos.
500,532)0 Alえは,Sampyalや Kalan等の従臣階層でもなければ,世襲的奴隷階層の Sapok
とも異なる｡ 彼らは,Asafiから派生した新 しい階層である. AsaRが特定の地域に定住して
いるのに対し,Alaは,他所からの移住者と Asa氏との間に生まれた人を指す.105)
Ⅳ 奴 隷 階 層
パガンを中心とする中部ビルマでは, 12世紀以降, 仏法僧の三宝に多数の奴隷が 寄進され
た｡106) これらの奴隷は, 王侯貴族, 富豪等の寄進者が淫楽を得るために積む功徳の一環とし






























よって判別される｡ 一般に男の場合は名前の前に ha,女の場合は ui'-uiw～uih～uin～uim
が付 く｡114)それは,haの付 く人名の前に息子 (sa),弟 (mob),夫 (lab),叔父 (phathuy)





飼い (nwathin)118),象飼い (chahthin)119),狩人 (muchuiw)120),漁夫 (kwan-sa員)121),
キンマ作 り (kwam-sa危)123)等が含まれる｡ 奴隷の間には 見られないが, このほかに 馬飼い
(mralthin)123),山羊飼い (chitthin)124),あひる飼い (wampaythin)125),牛乳絞 り (nua-
nuiwISar-1)126)といった職業に従事する者も一般民の問にはいた｡
僧伽-の奉仕者としては,飯炊き(thamalLsa自)127),おかず作 り(hal-safi)128),肉屋(amay-
























(ki-sa危)133),駁老 (hla丘-sa貞)134), 船頭 (hlawk畠)135)等, イ削呂の身の回 りを世話する人達が
含まれている｡
技能職人としては, 木工 (panpu)136), 石工 (puran)137), 画工 (pankhi)138), ろ くろ師
(panpwat)139),鍛治臣 (panphay)140),金細工職人 (panthin)141), 陶工 (uiw thin)142), 水
差 し作 り (kara一San)143', 盆作 り (1ahp豆n-sa員)144), 糸紡 ぎ (khraBlhay-sa貞)145), 縫製職
(pukhrafi)146),仕立て職 (yam-san)147)等の製造職人がいた｡
芸能人には,大太鼓打ち (caaISa色)148),小太鼓打ち (pasえーsa缶)149),シンバル打ち (khwak-
khwah-sa員)150), ラッパ吹 き (kharえーsaa)151),歌手 (sikhrah-sa員)152), 踊 り子 (kakhriy-
sa缶)153)などがいた｡しかし最も数が多かったのは,pantya154)とよばれる人達で, 芸能人の







































が ビルマl軸勺にいたのだろうか｡ 十把ひとからげにビルマ人 (mranma)とよばれている奴隷
の中には,あるいは非 ビルマ族 も含まれていたのではなかろうか｡三宝に献上された奴隷は原
則としてその名前が一人一人記録されている｡ そ して, ビルマ人 とよばれている奴隷達の名前
は,たいていの場令 ビルマ語ではっきりと判る意味をもっているのである｡ けれ ども,名前が
ビルマ語で付け られているか らとい うだけの理由で,それ らの奴隷がすべてビルマ人であった
とい う証拠にな り得るだろうか ｡ 個体の,識別ができれば名前の果たす役割は十分である.奴隷
LJ)所育主 (ビルマ人)にとつては,奴隷がビルマ人であろうとなかろうと,奴隷個々人の識別
は ビルマ語名によるほ うがはるかに便利であるに違いない｡ とすれば,非 ビルマ人の奴隷に対
してビルマ語名が付けられていたという推測 も成 り立ち得る｡ 確かにそ うした可能性 もないこ
とはないJ/i, しょせん推測の域は出ない｡奴隷の民族的区別は, 目下のところビルマ人とイン
ド人とを除けば, きわめて困難である｡ ただ,地名,人名,村の名前などの副次的材料か ら幾
つかの民族名らしいものを指摘することはできる｡
その第一は Tanluih161)人で,村名 (pl.nos.3,502;tan-1uihrwa),奴隷名 (pl.no.386;
tanluihi-lat1yok),水田名 (pl.no.392;tanluihlay100),などからその存在が うかがえ
る｡ 第 2は Pohloh人で,その根拠は地名 (pl.no.20a;pohlohahriy),水町名 (pl.no.148b;
pohlollay),奴隷名 (pl.no.216',pohlolkywan),山の名 (pl.mos.392,401',pohlohtod),
階層名 (pl.no.396a;pohloIsampyahkalantulw liruy),役人名 (pl.mos.490b,535;
pohloh sukri) 等である｡162)第3は Lawa 人で, もっぱら村名 (pl.mos.20a,185,368b;
lawarwえ) か らその存在が推測される｡ 以上のほか, 人名か ら Kantn人 (pl.no.219a･,
kantdui-ta), Pyu人 (pl.no.144;pydmorlmaui'-mla氏sah:pl.no.393;pydthahsa自
hえーkuncoh),Tohsd人 (pl.no.392;tohsdhalum.Ipl.no.393;toIst-1rla-plafi),Arakan
人 (pl.no.391;rakhuifllaky畠)等の民族名を明らかにすることができる｡ また, いかなる
民族であったのか明らかでない Krwam163) 人 (pl.mos.224,391) 辛, ビルマ語の年代記に
現われる164) Kamram 人 (pl.mos.94,376;kamram kywan),ブロームの西方,特に sagu




















えると,さほど長寿であったとは言えないようである｡ このことは, 千 (sa),疏 (mliy)と
いった親族呼称が頻繁に碑文面に現われるのに反し, 曽孫 (mlac), 玄孫 (ti)といった呼称


















隷 (sapok)という新しい階層が形作られることになる｡ 当時の婚姻形態は, 原則として一夫
一婦制であったが,同時に一夫多妻の形も王族,貴族から奴隷階層に至るまで広 く見 うけられ
る｡
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